
児童発達支援事業所における自己評価結熱 公表〉

tヽいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改書内容又は改著目椒

利用定員が指導JI腋室●スペースとの関係で
適切である

児童の状況にC“ 組
′し
'′

ウヽス使用

職員の配置敦は適切である

生活空 i,:は .本人にわかりやす〈綺道化された
環境になつている.また.障害の特性に応じ.事
集所の設備等は.バリアフリー化や情報伝達等
へめ配慮が適切になされている

雄 睾 う か ら菫 口

`て
ス

●―サ.手すりあり 玄蒻
入0段菫なし.童角の一
部ヽ 1使月テープルの■
なと ,「よ0-ナーガード使
ロ

生活空間は.清潔で.心地よく過ごせる嫁崚に
なつている.また.子ども運の活動に合わせた空
間となっている

4
硼所後には■掃.渭驀を
1,っている.毎月の塾画貼
り薔え.行0ことの枠8農
赤をおoています.

案
務
改
善

5
業務改善を進めるためのPDeAサイクル (目標
設定と振り返り)に .広く職員が手回している 4

■競薇7まに機,返りを
行tヽ .疇具で共有してい●
す.

6
保護者等向け評価表により繰 讀者等に対して
事業所の評価を実施するとともに課 護者等の
意向等を把握し.業ヽ改善につなげている

アレケー|の集
=幅
彙を籟

■で共有t屎歴者の意向
3を把捏しています.

事業所向け自己露価妻及び晨餞者向け評価表
の結果を踏まえ.事業所として自己評価を行うと
ともに.その結果による文授の質の評価及び改
善の内容を.事業所の会報やホームベージ等で
公開している

ホームベージで公ま

8
第二者による外部評価を行い押 価結果を業務
改善「
=つ
なげている

今後検●Iしていきます

9
職員の資質の向上を行うために研 修の機会を
確保している

県や市の研俸rt● 加し資
●を磁■で共有していま
す.

色々な専日機関の研憾|●
=枷
し質の向上

を●っています.

アセスメントを邁切に行い.子どもと保蔵者の
こ―ズや課題を客観的に分析した上で.児童発
逮支援計画を作成している

4 児発管を中心
`●

全腱■と
会織し作波tています .

11
子どもの適応行動の状況を図るために.裸準化
されたアセスメントツールを使用している 4

薪サポートえ|ヽるを,考
にし.アセスメント壼を作成
しています.

12

児童発違支援計画には.児童発達支援ガイドラ
インの明 童発達支援の提供すべき支援」の「発
遷支援(本人支援及び移行支援)」 .i家族支
援」.「地域支援]で示す支援内書から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され.その上
で.具体的な支援内容が設建 れている

児童発連支援計画に沿つた支援が行われてい
る

計画書を苺0素軋 取,
組んてい■す.

活動プログラムのユ案をチームで行つている
漱員て立なし検■.決定し
ています.

16 活動プログラム|`固定化しないよう工夫している
児■のn■を取り入れ
活動を行っています.

16

子どもの状況に応じて.個別活動と集団者職
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ている

4
奎化がみられるとき,●はそ
の椰康話し,い計画■の
梓成をしています.

適

切

な

支

援

の
提

供

△
=壺
ユ」ユヒ■■_旦 甍鐵 こ 」 数 凌 ニ ニユ らし塁

チェック項目 Iよ tヽ

環
境

・
体

制

整
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14 4
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いいえ 工夫している蔵
課題や改善すべき点を路まえた
改善内審又は改善目様

1,
支援開始前には職員同で必ず打合せをし.その
日行われる支援の内容や役自分担について饉
認している

4 黎務前|`理絡事項専釜
日を行oています.

13
支援終了後には.議員間で必ず打合せをし.そ
の日行われた支援の振り返りを行い.気付いた
点等を共有している

食務兼7後に振り颯」を
行い捐筆実有しています.

葡劇支援記瞼と ,1で :気になる′―卜,を
舵
"し
腱■て決責している

日々の支援に関して記録をとることを徹底じ.支
援の検証政 善につな|チている 4 毎日.計画3を確認し龍

壼しています.
欄別支援記録と

'薇
|●なる′―卜」を撻2

t.検 E・餃
=に
努めています

定期的にモニタリングを行い」 薫発運支援計
画の見直しの必要性を判断している

足翔釣に =ヽタリングを行
いよ 況に応し見恒しを
行つています.
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携

障害児相嵌支援事業所のサービス担当者会搬
にその子どもの状況に綺通した最もふさわしい

者が多画している

児童歯遠管理責任者が,
加しています.

母子保機や子ども.子青て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行つている

手青て支援■晟修.修 ,
している支様員がいます.

(医療的ケアが必要な子どもや菫症0身障害の
ある子ども等を支援している場合)
地域の保健.医療.障害褐祉.保育.教育等の
関係根関と連携した支援を行つている

嘔摯1,ケアが必要な子どもや菫症心身障害の
ある子ども簿を支援している場合)
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えている

25
移行支援として線 育所や鰍定こども薗.幼稚
国.特別支援学校働 雅部)等との間で.支援内
容等の情報共有とお互理解を図つている

保冑所年のお迎え時に情
薇を共有してt｀ます.

移行実勲 して.小学校や特別支援学校 (小学
部 )との間で.支援内容等の情報共有と相互理
解を図つている

4 担任を0情報を共有して
います.

2,
他の児童発運支慢センターや児童発還支援事
業所壽 遮障害者支援センター等の専門機に
連携し.助言や研修を受けている

他事彙所や各籠書憲 1児 )
セン,―のお ている研修
|,多力しています.

28 保育所
や鯰定ことも□拗 稚回等との支抗や.

饉書のない子どもと活動する機会がある 4
児童デイだt,て はなく.保
清所毎の研用利用の,か
|ザを行●ています.

(自立支援)協議会子ども部会や地域の子ども・

子斉て会議等へ積極的に参加している 4 今後検れ ていきます

00
日頃から子どもの状況を保順者と伝え合い.子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持つている

連略颯やお迎え時に0頭
て伝え.ふ要時には,嗜
烙し共通齢 を口●ていま
す.

保護者の対応力の向上を図る観点から.保護者
に対して家族支援プログラム(ペアレントトレー
ニング等)の支援を行つている

4 その都底対応しています.

32 運営規程 .11用者負担等
についてT率な説明を

行つている 4
嶼釣島護 新時にわかリ
やすく脱朗を行●ていま
す.

38

児童発運支援ガイドラインの明 童発連支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と.こ
れに基づき作成されたu量発達支援計画jを
示しながら支援内書の説明を行い課 護者から
児童発達支援計画の同意を得ている

モ='リング時や送迎時の
話を目
=一

て
契的3を作成し家族べ説
期をおい綱 意を得ていま
す.
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いいえ
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内密又は改善日撮

保
護

者
´ヽ

の

議
明

責
任

等

34
定期的に.保護者からの子育ての悩み等に対す
る相:1に適切に応じ■ 要な助言と支援を行つ
ている

福」がある前 ●はその都
鷹力克・助言をを行oてい
ます.

父母の会の活動を支援したり.保護者会等を開
催する等により.保饉者同士の連携を支援して
いる

4 以前は蘭催0ていました. 今後.導狡虚0状況を見ながち長艘嗜会の瀾蘊を検樹していきます

36

子どもや保護者ル の相談や中入れについて.
対応の体制を整備するとともに_子どもや保饉
者に周知し.相談や中入れがあつた場合に塁連
かつ適切に対応している

湘餃ボツクスを設置してい
る.廂敏や章スれがあれ
ば迅速に対克している

37
定期的に会鍛等を発行し漏 勁概要や行事予
定撻 格体網等の情緩 子どもや保騒者に対し
て発信している

籠Я.金■を発行し 活
動を発信している

38 個人情報の取扱いに十分注意している 写■場の金僣時には同意
を得ています.

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている

連絡帷やお迎え時に.
行つています.

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業還曽を図っている 4

級歩や公園に出掛けた時
「●[燎の子供たちとの文
流

,子に合わせてお招設 など今後検
討

す|

常

時

等
の

対
応

緊急時対応マニュアル¨ 犯マニュアル

"桑症対応マニュアル等を策定し.職員や保護者に
周知するとともに.発生を想定した訓練を実施し
ている

マニュアル本を1●威
し織 員に同知して
いる.

42
非常災害の発生に備え.定期

',に

選難.敦出そ
の他必要な訓線を行つている

市ヽ 伝夢 イヤ,,を豊曇.
保護者に女魯にて同知t
,います .

年2回の防災
=||"を
継綾し.改善点を

おし合つていきます

43 事前
に.服莱や予防挨,1.てんかん発作等のこ

どもの状況を確認している
現在対象児童なし.今後対象児童が
いればその都産対応していく

44
食物アレルギーのある子どもについて.医師の
担示●に基づく対応撻 れている

契約時に確認してい
ます

現在対象児童なし.今後対象児童が
いればその都度対応していく

45
ヒヤリ′ヽット事例集を作成して事業所内で共有し
ている 4 事業所内ヒヤリ′ヽット集

を作成しています.
些細なこともとやり′ヽットにし記:1を

残していくことを聴員に周知していく

膚待を防止するため.職員の研修機会を確保す
る等褐 切な対応をしている

県や市の開催している
研修につ加していま
す.

研修を振り返り.職員で再度研籐
●つていく

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について報 織的に決定し.子どもや保饉者に
事前に十分に脱明し7解を得た上で.児童発達
支援計画に記載している

自着会.保壼者の協力を
,て電待防止員員会を発
足しています.
契め時.ヽ=,,シ ,時 lt
保慣者lt篭襲 行o,t｀
ヽす

現在対象児童軋 .今後対象児童′,`
いればその都産.支援計画書にも記

無し対應して行きます

Oこの
'事
業所における自己評価結果 (公表)」は事業所全体で行oた自己評価です .

チエック項目 |まい 工夫している点

4

35

4

4

4

39 4

40

41 4

4

契約時に確認してい
ます

46 4

4, 4


